
エレベータが整備されました 運行情報案内板が設置されました 

近鉄小倉駅では、スロープの改善や多機能トイレが整備されました。また、京阪三室戸駅でも、完全

なバリアフリー化ではありませんが、様々なバリアフリー化の工事が実施されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ奈良線新田駅で、平成２１年１２月２６日からエレベータが利用できるようになりました。 

西日本旅客鉄道㈱が主体となり、平成２０年度に設計や旧トイレの撤去など準備が行われ、今

年度から本格的なバリアフリー化工事が行われてきました。 

これまで、車いす利用の方やベビーカーを使用している方、足の不自由な方には利用しにくい駅

でしたが、エレベータやスロープ、車いすが通れる幅の広い改札口が整備され、安心して利用でき

る駅に生まれ変わりました。 

トイレも新たに整備されますが、現在、下水道面整備事業を行っておりますので、しばらくは仮設トイレ

をご利用ください。 
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宇治駅周辺だけではなく、駅周辺の道路では、歩道の整備や拡幅を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京阪宇治駅・ＪＲ宇治駅から市役所や総合福祉会館、生涯学習センターへ向かう歩道のバリア

フリー化を図っています。 

目の不自由な方が安心して歩けるように、連続した点字ブロックの整備や、足の不自由な方が

移動しやすいように、凸凹を直し勾配を緩やかにする工事を行っています。 

平成２２年度末の完了を目指し、順次工事を行っています。 

『心のバリアフリー』を広めるために、 

国土交通省と宇治市が、車イスやアイマスク

の体験する教室を宇治の観光地で開催しま

した。 

宇治観光ボランティアガイドクラブの方

と京都文教大学生が参加しました。 

他にも様々な事業を実施しています。バリアフリー構想やその他の取り組みをご覧になりたい方は、 

宇治市ホームページの『交通バリアフリー情報』をご覧ください。 

■ 宇治市ホームページアドレス ： ｈｔｔｐ//ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｕｊｉ．ｋｙｏｔｏ．ｊｐ/ 

■ トップページ ＞ まちづくりと環境 ＞ 交通バリアフリー情報 

道路のバリアフリー化工事も実施しています 

宇治の観光地でバリアフリー教室が開催されました 

車イスは目線が低いな 
観光案内の仕方も考えなアカンな 

完全なバリアフリー化を図ることが難しい観光

地では、気づき合いや支え合い、声かけが広まる

ことによって、より楽しんでもらえる場所になる

のでないでしょうか。 

周りの様子をいっぱい教えてもらっ
たら、安心できるな～ 
サポートしてもらうことは有難いな～ 


